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三
月
三
日
（
月
）
第
七
十
七
回
卒
業
式
が

お
ご
そ
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
卒
業
証
書
授
与
が
行
わ
れ
、
各

科
代
表
の
生
徒
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
久
米

村
順
一
校
長
か
ら｢

皆
さ
ん
に
覚
え
て
ほ
し

い
好
き
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

『
心
に
火
を
つ
け
る
』
と
い
う
言
葉
で
す
。

情
熱
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
熱
意
や
夢
、
自

分
の
目
標
へ
向
か
う
大
き
な
決
意
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
が
、
湧
き
上
が
っ
て
く
る
感
情
の

表
現
で
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
、
新
た
な

旅
立
ち
が
始
ま
り
ま
す
。
不
安
や
心
配
さ
え

も
忘
れ
さ
せ
る
程
の
情
熱
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
『
心
に
火
を
つ
け
る
』
何
か
を
こ
れ

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
ぜ
ひ
み
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
」
と
式
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在

校
生
代
表
で
あ
る
生
徒
会
長
の
建
築
科
二
年

大
坪
壮
馬
さ
ん
（
金
峰
中
）
が
、
「
数
多
く

の
郷
土
の
先
輩
方
か
ら
つ
な
が
れ
て
き
た
歴

史
と
伝
統
を
、
薩
南
工
業
生
の
こ
れ
か
ら
と

共
に
、
未
来
に
向
け
て
発
展
さ
せ
て
い
く
覚

悟
で
い
ま
す
。
」
と
送
辞
が
送
ら
れ
る
と
、

卒
業
生
代
表
の
建
築
科
三
年
相
塲
天
晴
さ
ん

（
吉
野
東
中
）
が
、｢

自
分
の
決
め
た
道
を

進
み
続
け
ま
し
た
。
支
え
て
く
れ
た
の
は
、

先
生
方
、
家
族
、
友
人
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
ま
す
。｣

と
答

辞
を
か
え
し
て
い
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
薩
南
生
と
し
て
の
最
後

の
校
歌
を
か
み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
式
も
盛
大
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
旅
立
つ
そ
れ

ぞ
れ
の
世
界
で
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、

大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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今 後 の 予 定

十
二
月
六
日
（
金
）
に
生
活
科
学
科
三
年
生
に
よ
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
活
科
学
科
で
の
三
年
間

の
集
大
成
で
あ
る
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
二
年
生
が

裏
方
を
務
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
三
時
間
目
と
五
時
間
目
の
二
回
、
生
徒
全
員
、
三

年
生
保
護
者
、
そ
し
て
、
知
覧
小
学
校
六
年
生
、
知
覧
中
学
校

二
年
生
、
川
辺
幼
稚
園
の
み
な
さ
ん
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
初
め
て
見
る
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
で
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
浴
衣
、
色
と
り
ど
り
の
ド
レ
ス
に

身
を
包
ん
だ
三
年
生
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

作
品
製
作
や
舞
台
構
成
に
た
く
さ
ん
の
時
間
を
か
け
、
み
ん
な

で
話
し
合
い
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
す
。

生
徒
自
身
も
充
実
感
・
達
成
感
を
感
じ
、
保
護
者
の
方
々
も
生

徒
達
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
生
活
科

学
科
三
年
生
の
成
長
と
そ
れ
を
支
え
る
二
年
生
の
頼
も
し
さ
を

感
じ
、
改
め
て
本
校
生
徒
の
可
能
性
や
成
長
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

薩
南
ト
ピ
ッ
ク
ス

Satsunan Technical High School

※予定のため変更することがございます

課
題
研
究
発
表
会

建
築
科

一
・二
年
生

茅
葺
屋
根
葦
替
作
業
体
験

令
和
七
年
二
月
十
三
日
（
木
）

一
・
二
年
生
を
対
象
に
、
各
学
科
代
表
に
よ
る
課
題
研

究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
で
の
課
題
研
究
で

は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
も
と
に
、
自
分
た
ち

で
課
題
を
設
定
し
、
も
の
づ
く
り
や
調
査
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。
今
回
は
、
各
学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組

み
に
関
す
る
研
究
発
表
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
も
他
学
科
の

発
表
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
・
二
年
生
も
今
後

の
学
習
に
力
を
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

令
和
七
年
二
月
十
四
日
（
金
）

こ
の
日
、
南
九
州
市
か
ら
の
案
内
で
、

建
築
科
の
生
徒
た
ち
は
、
知
覧
武
家
屋

敷
の
茅
葺
屋
根
葺
替
作
業
の
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
建
築
技

術
に
触
れ
、
先
人
た
ち
の
技
に
感
動
す

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
一
月
二
十
八
日
（
火
）

今
年
度
、
家
庭
科
の
検
定
で
四
冠
王
を
達
成
し
た
生
徒

は
、
生
活
科
学
科
三
年
生
の
十
一
名
で
、
全
国
一
の
合
格

者
数
で
し
た
。
今
回
は
、
四
冠
王
の
生
徒
十
名
（
当
日
一

名
欠
席
）
と
溶
接
競
技
の
九
州
大
会
で
団
体
優
勝
と
個
人

優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
機
械
工
作
部
の
三
名
が
、

南
九
州
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
生
徒

た
ち
が
努
力
し
て
き
た
こ
と
や
つ
か
み
取
っ
た
結
果
に
つ

い
て
、
市
長
か
ら
労
い
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
達
の
今
後

の
活
躍
を
願
う
と
と
も
に
、
後
輩
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

四
冠
王
と
は
、
家
庭
科
に
関
す
る

検
定
で
、
被
服
製
作
（
和
服
）
・
被

服
製
作
（
洋
服
）
・
食
物
調
理
・
保

育
の
四
部
門
で
一
級
を
取
得
し
た
生

徒
で
す
。

南
九
州
市
長
表
敬
訪
問

３月13日 (木) 合格者発表，頭髪服装検査
14日 (金) 合格者集合
25日（火) 修了式，離任式

４月７日（月）始業式，新任式
８日（火）入学式，入寮式
９日（水）対面式，

新入生オリエンテーション
21日（月）～25日（金）

家庭訪問・三者面談

<

お
詫
び>

薩
南
だ
よ
り
（
五
月
発
行
）
の｢

対

面
式｣

に
掲
載
し
た｢

新
入
生
代
表
挨
拶｣

の
写
真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
本
人
、

保
護
者
、
関
係
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ｈ
Ｐ
に
正
し
い
写
真
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。


